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19 0 cm、高さ 14 5 C mのアプリケータを用いて直径3 0 c m、厚さ 2 5C mまでの円柱状フ'アントム(T
X15 のに対し、深部まで一様な温度分布を有する直径約10cmの円柱状の集中加温バターンを得られるこ
とが実験により確詔、されている。一方、理論的考察は有限要素法を用いて対象を軸対称3次元問題としてなされ
ているが、この手法では複雑な3次元問題を取り扱うことが理論的に不可能であった。
ここでは、 3次元差分時問領域法(FD-TD法)にょり、りエントラント型空洞共振器アプリケータの共振
周波数及び複雑な力口温バターンを求めることが可舵となり、計算結果と実測結果が良い一致を示したので報告す、
る。さらに、本手法は3次元形状を取り扱うことができるため、フプリケータの最適設計が可能であることを示
す。
